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で講演する日本医労連・五十嵐建一さん（1月19日  ホテル森の風鶯宿）　左下＝「いわて労連新春旗開き」（1月5日  サンビル）
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講演する日本医労連の五十嵐建一さん

　

県
医
労
春
闘
学
習
会
が
１
月

19
日
、
ホ
テ
ル
森
の
風
鶯
宿
で

開
催
さ
れ
、
16
支
部
・
本
部
72

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
講
演
は
日
本
医
労
連

の
寺
園
通
江
さ
ん
が
「
全
国
最

低
賃
金
と
『
12
時
間
二
交
代
』

『
正
循
環
夜
勤
』
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
最

賃
に
つ
い
て
は
「
医
療
や
介
護

分
野
の
賃
金
水
準
は
、
元
々
他

産
業
よ
り
低
い
。
そ
の
上
、
地

方
と
都
市
を
比
較
す
る
と
、
同

じ
ラ
イ
セ
ン
ス
な
の
に
看
護
師

で
約
９
万
円
、
介
護
職
で
約

７
万
円
も
の
格
差（
医
労
連
調

査
）が
あ
る
。
辞
め
な
い
職
場

に
す
る
た
め
に
も
、
全
国
一
律

最
賃
制
度
と
全
国
一
律
の
特
定

最
賃（
看
護
や
介
護
職
）の
実
現

が
必
要
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

「
12
時
間
二
交
代
」
に
つ
い
て

は
、
自
身
の
長
時
間
夜
勤
の
経

験
も
振
り
返
り
な
が
ら
、「
夜

勤
明
け
の
爆
睡
」
が
脳
卒
中
や

心
疾
患
を
引
き
起
こ
す
要
因
と

な
る
と
強
調
。
長
時
間
夜
勤
は

安
全
・
健
康
に
も
有
害
で
あ
り
、

１
回
の
労
働
時
間
は
短
く
、
回

数
は
少
な
く
す
る
こ
と
。休
憩
・

休
息
を
重
視
し
、
勤
務
パ
タ
ー

ン
は
少
な
く
し
、
業
務
の
整
理

が
必
要
。
常
に
増
員
要
求
が
大

事
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
２
で
は
、「
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て
～
正

規
・
非
正
規
が
共
に
手
を
携
え
、

運
動
を
進
め
よ
う
～
」
と
題

し
て
、
同
じ
く
日
本
医
労
連
の

五
十
嵐
建
一
さ
ん
が
講
演
し
ま

し
た
。
２
０
２
０
年
４
月
か
ら

現
在
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
は

「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
に
移

行
さ
れ
る
予
定
で
す
。
五
十
嵐

さ
ん
は
、
こ
の
制
度
は
雇
用
期

間
が
１
年
で
毎
年
解
雇
さ
れ
、

選
考
試
験
が
あ
る
こ
と
、ま
た
、

採
用
さ
れ
て
も
１
カ
月
の
使
用

期
間
が
あ
る
こ
と
、
い
つ
で
も

解
雇
可
能
、
ボ
ー
ナ
ス
も
黙
っ

て
い
て
は
出
な
い
な
ど
問
題
点

を
あ
げ
、
ね
ら
い
は
民
間
委
託

の
拡
大
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
講
演

も
、
労
働
組
合
に
結
集
し
て
、

力
を
あ
わ
せ
れ
ば
職
場
を
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め

に
は
組
織
拡
大
が
重
要
だ
と
強

調
し
ま
し
た
。

 １月18日午後から、支部長会議を
開催し、組織拡大、36協定・過半数
代表者選挙に向けた準備、宿日直勤
務の改正等について確認し、意思統
一をしました。
　夜は県医労旗開きを開催。翌日の
春闘学習会講師の寺園通江さんが
オープニングでバイオリンを演奏し
ました。他支部の組合員とも交流し、
最後は「がんばろう」の歌で団結を
深めました。 最後は「がんばろう」の歌で団結！

バイオリンを演奏する寺園通江さん

暮らしと雇用・職場を守るために

なかまを増やそう
〜 2019年県医労春闘学習会 〜

今年も、元気に新春
旗開き ガンバロウガンバロウ
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期
間
に
非
番
が
割
り
振
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
７
対

１
」
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
も
要

因
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
強
行

さ
れ
て
か
ら
９
年
、
年
々
、
年

末
年
始
の
労
働
条
件
が
改
悪
さ

れ
て
い
ま
す
。
昨
年
11
月
14
日

の
本
部
団
体
交
渉
で
医
療
局
長

は
「
出
来
る
と
こ
ろ
は
非
番
を

振
ら
な
く
て
良
い
。
出
来
る
だ

け
休
ん
で
欲
し
い
と
思
っ
て
い

る
」と
発
言
し
ま
し
た
。し
か
し
、

各
圏
域
病
院
の
総
師
長
が
メ
ー

ル
等
で
連
絡
を
取
り
、
非
番
を

割
り
振
ら
な
く
て
も
出
来
る
と

思
わ
れ
る
病
院
で
も
非
番
が
割

り
振
ら
れ
ま
し
た
。

　

年
末
年
始
期
間
も
、
職
場

を
守
っ
た
の
は
現
場
の
職
員
で

す
。
年
末
年
始
働
い
た
職
員
と
、

非
番
が
割
り
振
ら
れ
た
職
員
は

「
見
合
い
年
次
」
や
「
優
先
年
次
」

を
堂
々
と
取
り
ま
し
ょ
う
。
あ

る
支
部
で
は
交
渉
で
「
年
次
チ

ケ
ッ
ト
」
を
出
す
こ
と
を
約
束

さ
せ
て
い
ま
す
。
当
然
の
権
利

と
し
て
、
年
次
取
得
の
取
り
組

み
を
強
め
ま
し
ょ
う
。

昨年の中央決起集会でもアピール

　

年
末
年
始
の
勤
務
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

　

当
局
は
年
末
年
始
は
12
月
29

日
～
１
月
３
日
を
「
医
療
局
長

が
定
め
る
休
日
」
と
し
な
が
ら
、

看
護
の
交
代
制
職
場
に
つ
い
て

は
「
通
常
勤
務
」
と
し
、「
非

番
の
割
り
振
り
は
所
属
長
の
判

断
」
と
し
ま
し
た
。
２
０
０
９

年
、当
時
の
局
長
が
「
イ
レ
ギ
ュ

ラ
ー
だ
」
と
し
て
、
年
末
年
始

年末年始
働
い
た
分
、非
番
が
割
り
振
ら
れ
た
分
は

で
休
も
う

優
先
年
次

優
先
年
次

■非番の割り振りなし
４病院＝千厩・大東・大槌・山

田（昨年６病院）

■１日だけ割り振りあり
６病院＝一戸・東和・中部・胆

沢・磐井・宮古（昨年５支部）

■２日間割り振りあり
10病院＝久慈・軽米・二戸・中

央・遠野・江刺・南光・釜石・高

田・大船渡（昨年９病院）

年々改悪される
年末年始の労働条件

　１月11日、恒例の
「金盛」での二戸支部
旗開きに大人38人、

子供18人が参加。ビンゴで盛り上がりました。
１月24日は高田支部が定期大会と旗開きを開
催。17名が集まり、交流を深めました。

支部旗開き 支部旅行
　

中
央
支
部
は
１
月
10
～
11

日
と
12
日
～
13
日
の
２
回
に

わ
た
っ
て
「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
の
旅
」
を
開
催
。
組
合

員
・
家
族
含
め
て
79
名
が
参

加
し
ま
し
た
。「
私
も
子
ど
も

も
大
満
足
。
ま
た
参
加
し
た
い

で
す
」「
現
実
を
忘
れ
て
楽
し

み
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。上

＝
二
戸
支
部

下
＝
高
田
支
部
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い
わ
て
労
連
を
中
心
と
し
た

岩
手
県
春
闘
共
闘
会
議
は
、
１

月
４
日
８
時
よ
り
盛
岡
駅
前
で

新
春
早
朝
宣
伝
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
23
名
が
、
バ
ス
を

待
つ
人
・
出
勤
す
る
人
な
ど
へ

春
闘
チ
ラ
シ
と
宣
伝
用
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
配
布
。
30
分
の
行
動

で
、
約
６
０
０
個
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
岩

手
医
労
連
を
代
表
し
中
野
委
員

長
は
、
こ
の
間
、
制
度
や
診
療
・

介
護
報
酬
の
改
悪
に
よ
り
医

療
・
介
護
現
場
の
労
働
環
境
が

悪
化
し
て
い
る
と
主
張
。
長
時

間
労
働
を
是
正
し
、「
一
日
８

時
間
を
基
本
と
し
た
働
き
方
」

が
要
求
で
あ
り
、
憲
法
を
い
か

し
、
い
の
ち
・
暮
ら
し
が
大
切

に
さ
れ
る
職
場
・
社
会
の
実
現

に
向
け
て
奮
闘
す
る
決
意
を
語

り
ま
し
た
。

　

１
月
５
日
に
は
春
闘
共
闘
会

議
・
年
次
総
会
が
開
催
さ
れ
、

19
春
闘
方
針
や
役
員
体
制
等
を

決
定
。
そ
の
第
１
部
と
し
て
、

全
労
連
事
務
局
次
長
の
渡
辺
正

道
さ
ん
を
講
師
に
、「
安
倍
９

条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
『
３
０
０
０
万

署
名
』
と
野
党
共
闘
の
力
で
阻

止
へ
」
を
テ
ー
マ
に
学
習

し
ま
し
た
。
夕
方
か
ら

は
、
１
４
０
名
の
参
加
で

旗
び
ら
き
が
開
催
さ
れ
、

昨
年
に
引
き
続
き
古
川
書

記
次
長
が
司
会
を
務
め
ま

し
た
。
余
興
で
は
県
医
労

女
性
部
で
お
馴
染
み
の
寸

劇
「
職
場
あ
る
あ
る
」
が
、

県
医
労
と
岩
手
医
労
連
メ

ン
バ
ー
で
披
露
さ
れ
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

安倍9条改憲NO!
「3000万署名」と野党共闘の力で阻止へ

（渡辺正道・全労連事務局次長）
　2019年は「改憲」をめぐ

り、正念場の年。憲法9条に

「自衛隊」明記を先取りする

かのように、軍拡が進んでい

る。護衛艦「いずも」の空母化、

Ｆ35戦闘機を105機（計147機）購入、迎撃ミサ

イル基地イージスアショアやオスプレイ配備な

ど高額装備の購入が計画されている。大企業は

内部留保を過去最高にため込み、労働者の実質

賃金は上がっていない。今こそ「軍事費を削って、

くらし、防災予算にまわせ」「大企業は内部留保

を社会的に還元せよ」の世論と運動を！

学習講演

春闘共闘会議を代表してあいさつするいわて労連金野議長

とめよう！安倍9条改憲、消費税増税
勝ちとろう！大幅賃上げ、8時間働いて暮らせる社会 新春宣伝で訴える

中野委員長（右）

2019年春闘共闘会議・年次総会　1月5日開催

旗びらき司会の○
○書記次長（右）。

右・下＝県医労と医
労連の余興「職場あ
るある」。

春闘共闘・新春旗びらき
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女性部
　

昨
年
12
月
８
日
、
岩
手
県
公

会
堂
で
第
63
回
は
た
ら
く
女
性

の
岩
手
県
集
会
が
開
催
さ
れ
、

全
体
で
61
名
、
県
医
労
か
ら
は

９
支
部
・
本
部
20
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

室
蘭
工
業
大
学
院
准
教
授
の

清
末
愛
砂
さ
ん
が
「
憲
法
が
求

め
る
社
会
～
女
性
・
子
ど
も
の

人
権
・
貧
困
か
ら
の
視
点
～
」

と
題
し
て
講
演
。

　

清
末
さ
ん
は
平
和
主

義
の
観
点
か
ら
24
条（
家

庭
生
活
に
お
け
る
個
人

の
尊
厳
と
両
性
の
平
等
）

に
つ
い
て
詳
し
く
話
さ

れ
ま
し
た
。「『
家
族
だ
か

ら
』
と
正
当
化
さ
れ
る

家
庭
内
暴
力
が
、
社
会
的
暴
力

に
つ
な
が
る
」
と
し
、「
改
憲

派
は
戦
前
の
家
制
度
の
復
活
を

狙
っ
て
い
る
が
、
家
族
は
軍
事

主
義
を
支
え
る
た
め
に
使
わ
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
平
和
の
う

ち
に
生
存
す
る
権
利
が
あ
る
」

「
憲
法
９
条
、
25
条
に
比
べ
て

24
条
は
マ
イ
ナ
ー
な
存
在
で
あ

る
が
、
憲
法
９
条
だ
け
で
は
平

和
主
義
は
達
成
で
き
な
い
。
９

条
＋
24
条
で
日
本
国
憲
法
の
平

和
主
義
に
基
づ
き
、
非
暴
力
な

社
会
が
構
築
さ
れ
る
」
と
パ
ワ

フ
ル
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
９
条
の
他

に
も
大
切
な
憲
法（
条
文
）が
あ

る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
」
と

の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
の
あ
と
、
職
場
交
流
が

行
わ
れ
、「
守
ろ
う
！
憲
法
９

条
／
す
す
め
よ
う
！
核
兵
器
廃

絶
／
実
現
し
よ
う
！
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
・
人
間
ら
し
い
働
き

方
／
ひ
ろ
げ
よ
う
！
い
の
ち
・

く
ら
し
・
平
和
守
る
女
性
の
共

同
を
」
の
集
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

暴
力
の
な
い
社
会
を

確
認
、
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択

し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
集
会
前
に
「
12
・

８
武
器
は
い
ら
な
い　

核
も
い

ら
な
い
全
国
母
親
連
鎖
行
動
」

が
行
わ
れ
、
赤
紙
配
布
と
署
名

行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　集会では、職場交流が行われ、
３団体から職場の状況や取り組み
が報告されました。
　医療の職場からは県医労女性部
長の○○○○さんが「異例の人事
異動が発令され、小規模病院は人
員が減らされていく。上司のパワ
ハラで退職していく職員もいる」
など、職場の状況を話しました。

　その他、新日本婦人の会からは
「ヒバクシャ署名、3000万署名
などの平和活動、セクハラ・パワ
ハラをなくす運動、子どもの医療
費無料化の運動について」、民主
青年同盟からは「LGBTの取り組
み」などが報告されました。

県医労　簗部瑞枝さん民主青年同盟　三田村さん新日本婦人の会　山東さん

講演に聞き入る参加者（県公会堂）

講師の清末愛砂さん

第63回
はたらく女性の
岩手県集会

第63回
はたらく女性の
岩手県集会

9条

24条

平和
主義

職場交流
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青年部

今年もAPPIを満喫♪

　１月19～18日、安比高原温泉ホテルを会場
に、県医労青年部スキー・スノーボード交流会
が開催され、８支部本部21名が参加しました。
　今年は参加者が少なかったため、バイキング
形式ではなく卓盛スタイルでしたが、前菜から
デザートまでたくさんの料理が並び食べきれな
いほどでした。
　毎年恒例の全員が当たるビンゴゲームでは、
当たった順に自己紹介＋行ってみたい所＋次の
人への質問を発表してもらいました。
　カラオケＮＧな会場だったため、２次会では
チーム対抗のクイズ大会やホワイトボードを
使ってのお絵かきゲームで交流しましたが、独
特のセンスを発揮する画伯が誕生したりと楽し
い時間を過ごしました。
　翌日はゲレンデに向かう人、温泉でゆっくり
疲れを癒やす人、それぞれAPPIを満喫しました。

フードプロセッサー
get！

Ｈ画伯作『カバ』

岩手医労連青年部

ウインターアクト
in 紫波2019年

3月16日㈯〜17日㈰
　会場
　　ラ・フランス温泉館
　　紫波フルーツパーク

※参加費、旅費日当は本部負担とします。
　詳細については文書をご確認ください。
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一
年
が
あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ

て
い
き
ま
し
た
。
今
年
は
大
き

な
災
害
が
な
い
と
い
い
で
す
ね
。

山
田
支
部
　
や
っ
て
ら
れ
な
い

　

　

　

去
年
は
我
が
家
に
も
家
族
が

増
え
ま
し
た
。
今
年
も
ス
テ
キ

な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。 

中
央
支
部
　
チ
ョ
ビ

　

　

　

退
職
・
定
年
・
年
金
…
い
ろ

い
ろ
生
活
の
こ
と
を
考
え
る

と
、
あ
と
も
う
少
し
が
ん
ば

ろ
ー
っ
て
思
う
。

中
央
支
部
　
ツ
ン
デ
レ
ラ

　

　

　

宿
直
勤
務
の
改
定
に
つ
い

て
、
局
は
ま
ず
、
該
当
す
る
職

員
か
ら
広
く
意
見
を
集
め
る
努

力
を
す
べ
き
で
す
。

久
慈
支
部
　
ナ
ポ
リ
タ
ン

　

　

　

平
成
最
後
の
年
。
30
年
を
振

り
返
る
と
色
々
あ
り
ま
し
た
。

　
「
何
で
年
次
必

要
な
の
？
」「
も

ち
ろ
ん
夜
勤
で
き

る
よ
ね
」「
新
人

は
超
勤
書
け
な
い

こ
と
に
な
っ
て

る
」
数
々
の
パ
ワ

ハ
ラ
発
言
に
、
私

た
ち
は
苦
し
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
過
労
死
の
引
き
金
と
な

り
か
ね
な
い
パ
ワ
ハ
ラ
。
言

わ
れ
た
側
は
「
あ
れ
？
私
の

権
利
っ
て
何
だ
っ
け
？
」
と

思
う
の
で
す
が
、
威
圧
感
の

あ
る
言
動
に
従
わ
ざ
る
を
得

な
い
の
が
現
状
で
す
▼
昨
年

の
11
月
、
札
幌
の
看
護
師
の

自
死
に
つ
い
て
、
国
が
労
災

を
認
め
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

は
記
憶
に
新
し
い
と
思
い
ま

す
。
２
０
０
７
年
に
東
京
の

看
護
師
が
過
労
死
し
た
事
例

に
つ
い
て
も
、
労
災
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
▼
私
た
ち
の
働

き
方
は
、
一
般
の
企
業
と
は

全
く
違
い
ま
す
。
夜
勤
業
務
、

患
者
や
家
族
へ
の
対
応
、
そ

未
来
も
穏
や
か
に
過
ご
し
た
い

で
す
。

大
東
支
部
　
ラ
イ
ム

　

　

　

毎
年
、
辞
め
よ
う
！
辞
め
た

い
！
ば
か
り
が
口
癖
で
す
。
仕

事
に
苦
労
は
付
き
も
の
で
す

が
、
以
前
は
そ
の
代
わ
り
楽
し

み
も
あ
り
ま
し
た
。
今
は
息
つ

く
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ

ん
は
ス
ト
レ
ス
ど
う
処
理
し
て

い
ま
す
か
？

中
部
支
部
　
ぷ
ー
の
母

　

　

　

日
勤
帯
は
ひ
た
す
ら
業
務
、

コ
ー
ル
対
応
、
勤
務
を
交
代
し

て
、
や
っ
と
日
々
の
記
録
。
や

る
こ
と
ば
か
り
増
え
て
、
減
ら

な
い
業
務
。働
き
方
改
革
、ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
言
う
け

ど
、
ど
う
改
善
す
る
の
？

磐
井
支
部
　
か
わ
う
そ

　

　

　

雪
が
降
り
、
子
ど
も
た
ち
は

毎
日
の
雪
遊
び
に
喜
ん
で
い
ま

す
。
親
と
し
て
は
嬉
し
い
よ
う

な
、
早
く
春
に
な
っ
て
ほ
し
い

よ
う
な
毎
日
で
す
。 

中
央
支
部
　
イ
チ
ゴ
ダ
イ
ス

し
て
命
に
関
わ
る
業
務
の
た

め
、
過
度
の
ス
ト
レ
ス
が
か

か
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て

サ
ー
ビ
ス
残
業
、
パ
ワ
ハ
ラ
、

長
時
間
労
働
。
多
く
の
要
因

が
自
身
の
命
を
脅
か
し
て
い

る
こ
と
を
、
忘
れ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
パ
ワ
ハ
ラ
に
対
し
、

「
ま
だ
私
は
大
丈
夫
」「
仕
方

な
い
か
ら
」
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。
私
た
ち
の
働
き
方
が
、

決
し
て
「
大
丈
夫
で
は
な
い
」

こ
と
に
気
づ
い
て
欲
し
い
▼

年
次
取
得
に
理
由
な
ど
い
り

ま
せ
ん
。
夜
勤
免
除
者
は
、
夜

勤
を
し
な
く
て
も
い
い
。
新

人
だ
っ
て
超
勤
を
書
い
て
良

い
の
で
す
。
こ
れ
が
私
た
ち

に
与
え
ら
れ
た
「
当
た
り
前

の
権
利
」
で
す
▼
パ
ワ
ハ
ラ
・

過
労
で
命
を
奪
わ
れ
る
悲
し

い
ニ
ュ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
命
が
奪
わ
れ
て
か
ら

で
は
遅
い
。
自
分
た
ち
の
「
当

た
り
前
の
権
利
」
を
使
っ
て
、

自
分
の
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

�

（
あ
）

12
月
号
パ
ズ
ル

12
月
号
パ
ズ
ル

　

12
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
27
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
12
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

ツ
ン
デ
レ
ラ
、
も
も
ま
ま
、

ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
、
イ
チ
ゴ
ダ

イ
ス（
以
上
、
中
央
支
部
）、

ぷ
ー
の
母
、
ロ
ッ
カ
ー
が
欲
し

い
で
す（
以
上
、
中
部
支
部
）、

か
わ
う
そ（
磐
井
支
部
）、
ラ

イ
ム（
大
東
支
部
）、
ジ
ャ
ン
ボ

う
さ
ぎ（
大
船
渡
支
部
）、
や
っ

て
ら
れ
な
い（
山
田
支
部
）



2月の予定
２日（土）〜３日（日）
	 東北地方協2019年春闘討論集会（宮城）
３日（日）	 第27回岩手県勤労者囲碁・将棋大会

（岩手県高校会館）
７日（木）～８日（金）
	 日本医労連看護要求実現交流集会（愛知）
９日（土）～ 10日（日）
	 日本医労連自治体・公的病院労組全国交流集会

（ホテル東日本）
11日（月・祝）
	 建国記念日を考える市民のつどい（サンビル）
16日（土）	 第161回中央委員会（エスポワールいわて）
	 岩手医労連第59回女性労働学校（県民会館）
26日（火）	 看護部会（県民会館）
28日（木）～３月２日（土）
	 県医労女性部結成60周年記念沖縄ツアー

県医労第161回中央委員会県医労第161回中央委員会県医労第161回中央委員会県医労第161回中央委員会

同日は、岩手医労連第59回女性労働学校も
開催されます。分担してご参加下さい。

　　　時間：10時～　　場所：岩手県民会館

同日は、岩手医労連第59回女性労働学校も
開催されます。分担してご参加下さい。

　　　時間：10時～　　場所：岩手県民会館

※全ての支部から中央委員を出しましょう。※全ての支部から中央委員を出しましょう。

と　き　2月16日㈯ 10：30～15：30
ところ　エスポワールいわて
と　き　2月16日㈯ 10：30～15：30
ところ　エスポワールいわて

この春、小・中学校入学、
中学校卒業のお子さんがいる
医労連共済加入者の皆様へ

お祝い金（1万円）お祝い金（1万円）がでます！
※労働組合共済担当者に給付申請しましょう

3月の予定

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
―
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

２
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

２日（土）	 薬剤師・臨床検査技師・
診療放射線技師合同会議（県民会館）

８日（金）	 国際女性デー岩手県集会（盛岡市勤労福祉会館）
10日（日）	 さようなら原発岩手県集会2019（県民会館）
11日（月）	 東日本大震災８周年追悼行事・

祈りの灯火2019（盛岡）
16日（土）～ 17日（日）
	 岩手医労連青年部ウィンターアクト

in 紫波（ラ・フランス温泉）
23日（土）	 支部長会議（県民会館）
30日（土）	 東日本大震災津波８年のつどい（予定）


